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貿 易 会 だ よ り貿 易 会 だ よ り

次期NACCS業務仕様等説明会 4月16日、20日

通関情報処理システム（NACCS）については、海上貨物を処理しているSea-NACCSが2008

年10月、航空貨物を処理しているAir-NACCSが2009年度にそれぞれ更改される予定です。本

件については、 \独通関情報処理センター（NACCSセンター）に設けられた関係者会合におい

てそれらの仕様が検討され、当会も物流委員会および下部組織の貿易手続効率化小委員会が中

心となって種々意見を述べてきました。こうした検討を経て、本年3月にSea-NACCSの詳細仕

様が決定された次第です。

今回の更改では、輸出入者（荷主）が新たな参加者として加わることになり、Shipping

Instruction（船積指図書）、Invoice（仕入書）、Packing List（梱包明細書）情報を登録する機

能が追加されます。このほか、輸出入許可情報の入手、貨物情報の照会も可能となります。

当会では物流委員会、貿易手続効

率化小委員会の主催により、NACCS

センター　山崎和之企画第1課長を

講師に迎えて、次期NACCSの仕様

等について説明をいただきました。

この2回にわたる説明会では34社10

団体、128名の方々が参加されまし

た。 （企画グループ）

日仏社会保障協定に関する説明会 4月25日

日仏社会保障協定は、2005年2月に正式署名された後、両国の立法府での承認手続きを経て、

2007年6月1日に発効することとなった。これにより派遣期間が5年以内の駐在員等については、

日仏の社会保障制度のうちいずれか一方のみに加入することになり、保険料の二重払いおよび

掛け捨てが解消されることになる。同協定は、わが国6番目の社会保障協定となる。協定発効

後は、全国の社会保険事務所で二重加入免除等に関する申請手続きが行われる。

当会は日本在外企業協会と共催で、社会保険庁運営部企画課国際事業室 村上達雄国際年金

通算調整専門官を招き、「日仏社会保障協定の仕組みと手続き」について説明を受け、質疑応

答を行った。

当日は、両団体会員企業より85名が出席し、講師の説

明に熱心に耳を傾け、質疑応答も活発に行われた。当会

における社会保障協定の説明会は今回で4回目となる。

詳しい説明、手続き、Q&Aについては、社会保障協

定に関するホームページhttp://www.sia.go.jp/seido/

kyotei/index.htmをご覧ください。

（総務グループ）
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